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【年通号数】公開・登録公報2015-036
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【手続補正書】
【提出日】平成28年11月21日(2016.11.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　文字板の周囲に設けられている外周部と、
　指針と、
　制御部と、を備え、
　前記外周部には、協定世界時と、タイムゾーンで使用されている標準時との時差を表す
時差情報を含む、４０以上６０以下のタイムゾーン表示が表記され、
　前記制御部は、前記指針で所定の前記タイムゾーン表示を指示することを特徴とする電
子時計。
【請求項２】
　前記外周部は、ベゼルおよびダイヤルリングの少なくとも一方であることを特徴とする
請求項１に記載の電子時計。
【請求項３】
　前記タイムゾーン表示の数は、全世界で使用されている前記タイムゾーンの数と等しい
ことを特徴とする請求項１または２に記載の電子時計。
【請求項４】
　前記時差情報は、数字と、数字以外の記号とで表記されていることを特徴とする請求項
１から３のいずれか一項に記載の電子時計。
【請求項５】
　前記時差情報は、整数の場合には数字で表記され、整数以外の場合には記号で表記され
ていることを特徴とする請求項４に記載の電子時計。
【請求項６】
　前記タイムゾーン表示には、＋８．７５時間の前記時差情報が含まれていることを特徴
とする請求項１から５のいずれか一項に記載の電子時計。
【請求項７】
　前記タイムゾーン表示には、前記時差に対応した前記標準時を使用している代表都市名
を表す都市情報が含まれていることを特徴とする請求項１から６のいずれか一項に記載の
電子時計。
【請求項８】
　外部信号から求められた現在地の位置情報と時刻情報とを記憶する記憶部を有し、
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　前記記憶部には、前記時差情報に含まれる前記時差と、前記時差に対応した前記標準時
を使用している地域と、の情報を含むタイムゾーン情報が記憶され、
　前記制御部は、前記位置情報と、前記時刻情報と、前記タイムゾーン情報と、に基づい
て現在地のタイムゾーンを設定することを特徴とする請求項１から７のいずれか一項に記
載の電子時計。
【請求項９】
　前記現在地のタイムゾーンを、手動で設定できることを特徴とする請求項１から８のい
ずれか一項に記載の電子時計。
【請求項１０】
　前記外周部は、ダイヤルリングおよびベゼルを有し、
　前記ダイヤルリングには、前記時差情報が表記され、
　前記ベゼルには、前記時差に対応した前記標準時を使用している代表都市名を表す都市
情報が表記される
　ことを特徴とする請求項１に記載の電子時計。
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